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表2 肺結核菌陽性確認例の成績 薗陽性確認例 :過去叉は現在排蘭の確認されている症例
(補体結合抗体)






























表3 肺結核菌陰性例の成績 薗陰性例 :発病来蘭陰性もしくは既往に菌の排出が確認され
ていない症例
(補体結合抗体)




































例 のなかにもかなり両反応陰性の症例 が見 られ
る成績であった｡
菌陽性確認例 のみについて蘭陰性持続期間と













能性について友田等の幸紀子が あ るので, それ









り不均等な分布とな り, A,B及び D(ⅠⅠ)群に
或例数が集まっていた｡それで見るとA群及び
-72- 前 川 京大胸部研紀要 第5巻 第1号




























表5 菌 陰性持続期間と抗体価 (菌陽件確認症例のみ)沈降抗体
薗陰性持続期間(月)









友田 :臨床病理 15巻6号 (昭42.6)
沈降抗体価




補体結合抗体価 例 数 Criteiraに適合%
≧40 ll 1 3/ll-27.3%
･20 17 15/17-88･2%
;ニ; 48:二…4.Oxx L日 1/1
(Ⅰ) ≦20 0



















1)堂野前絶摩郷 ･熊谷朗 ･小西池穣一 ･木村良知 :
結核反応と活動性の問題,結核研究の進歩,4r+,
143-155日,(昭28)
2)友 冊 ETiulL･大伴黒 ･南 酎台･川上良潜.高井晶二十
･長尾四郎 :結核菌蛋白を抗原とする血清反応の
臨珠的応用,臨昧痛理,15(6),430-433,(昭42)
3)島尾忠リ十 朱義国 ･青木正和･石川信克 ･叔亨 :
結核の診断基準と分類 (1969年改訂版), 結核予
防会 (昭46)
